婆さん は 嘲 るよう に、 じろ りと 相手の 顔 を 見ました。 

ろく 

「この頃 は 折角 見て 上げても、 御礼 さえ 碌にし ない 人 

が、 多くな つて 来ました からね」 

もちろん 

「そり や 勿論 御礼 をす るよ」 

亜米利加 人 は 惜しげ もな く、 三百 弗の 小切手 を 一 枚、 

婆さんの 前へ 投げて やりました。 

「差 当り これ だけ 取って 置く さ。 もしお 婆さんの 占い 

が 当れば、 その 時 は 別に 御礼 をす るから、 —— 」 

婆さん は 三百 弗の 小切手 を 見る と、 急に 愛想が よく 

なりました。 

「こんなに 沢山 頂いて は、 反って 御 気の毒で すね。 I 



I そうして 一体 又 あなた は、 何 を 占って くれろ とおつ 

しゃ るんで す？」 

「私が 見て 貰いた いのは、 —— 」 

くわ こうかつ 

亜米利加 人 は 煙草 を啣 えたな り、 狡猾そう な 微笑 を 

浮べました。 

「一体 日米 戦争 はいつ あるかと いう ことなんだ。 それ 

たち ま 

さえ ちゃんと わかって いれば、 我々 商人 は 忽ちの 内に、 

おおがねもう 

大金 儲けが 出来る からね」 

「じ や 明日い らっしゃい。 それまでに 占って 置いて 上 

げ ますから」 

「そうか。 じ や 間違いの ないように、 —— 」 



印度人の 婆さん は、 得意そう に 胸 を 反らせました。 

「私の 占い は 五十 年来、 一度 も 外れた こと はない ので 

すよ。 何しろ 私の はァグ 二の 神が、 御自身 御告げ をな 

さるので すから ね」 

ま 

亜米利加 人が 帰って しまう と、 婆さん は 次の間の 戸 

口へ 行って、 

え れん 

「恵 蓮。 恵 蓮」 と 呼び立てました。 

その 声に 応じて 出て 来たの は、 美しい 支那 人の 女の 

しち 

子です。 が、 何 か 苦労で も あるの か、 この 女の子の 下 

ほお ろう 

ぶ くれの 頰は、 まるで 蠟 のよう な 色 をして いました。 

「何 を S 図々々 してい るんだ え？ ほんとうに お前 位、 



唱えて いました。 書物 は 香炉の 火の 光に、 暗い 中で も 

文字 だけ は、 ぼんやり 浮き 上らせて いるので す。 

婆さんの 前に は 心配そう な 恵 蓮が、 II いや、 支那 

服 を 着せられた 妙 子が、 じっと 椅子に 坐って いました。 

さ つ き 窓から 落した 手紙 は、 無事に 遠 藤さん の 手 へ は 

いったであろう か？ あの 時 往来に いた 人影 は、 確に 

遠 藤さん だと 思った が、 もしゃ 人違いではなかった で 

あろう か 9 そう 思う と 妙 子 は、 いても 立っても い 

られ ないような 気がして 来ます。 しかし 今う つか リそ 

んな 気ぶ りが、 婆さんの 眼に でも 止まった が 最後、 こ 

の 恐し い 魔法使いの 家から、 逃げ出そう という 計略 は、 



のです から、 蒼白い 香炉の 火の 光 を 浴びた、 死人の よ 

うな 妙 子の 顔が、 やっと 正面に 見える だけです。 その 

ほか 

外 は 机 も、 魔法の 書物 も、 床に ひれ 伏した 婆さんの 姿 

しわが 

も、 まるで 遠 藤の 眼に ははい りません。 しかし 嗄れ 

た 婆さんの 声 は、 手に とる ように はっきり 聞え ました _ 

「ァグ 二の 神、 ァグ 二の 神、 どうか 私の 申す こと を 御 

聞き入れ 下さい まし」 

婆さんが こう 言 つ たと 思う と、 息 もしな いように 

坐って いた 妙 子 は、 やはり 眼 をつ ぶった まま、 突然 口 

き 

を 利き 始めました。 しかも その 声が どうしても、 妙 子 

のよう な 少女と は 思われない、 荒々 しい 男の 声な ので 



に、 早速 この 女の子 を 返す が 好い」 

遠 藤 は 鍵穴に 眼 を 当てた まま、 婆さんの 答 を 待って 

ほ か 

いました。 すると 婆さん は 驚きで もす るかと 思いの外、 

憎々 しい 笑い声 を 洩らしながら、 急に 妙 子の 前へ 突つ 

立ちました。 

「人 を 莫迦に する の も、 妬い 加減に おし。 お前 は 私 を 

何 だと 思って いるの だえ。 私 はま だお 前に 欺され る 程、 

ち うろく っあリ 

耄碌 はして いない 心算 だよ。 早速お 前 を 父親へ 返せ I 

I 警察の 御 役人 じゃある まいし、 ァグニ の 神が そんな 

こと を 御言い つけに な つ てた まる もの か」 

婆さん は どこから とり 出した か、 眼 をつ ぶった 妙 子 



だから、 —— 堪忍して 頂戴よ」 

「計略が 露顕した の は、 あなたの せいじゃありません 

よ。 あなた は 私と 約束した 通り、 ァグ 二の 神の 憑った 

まね おお 

真似 を やり 了せ たじゃありません か 9 そんな こと 

はどうで も 好い ことです。 さあ、 早く 御 逃げなさい」 

遠 藤 はも どかし そうに、 椅子から 妙 子 を 抱き起し ま 

した。 

うそ 

「あら、 噓。 私 は 眠って しまった のです もの。 どんな 

こと を 言った か、 知り はしない わ」 

もた つぶや 

妙 子 は 遠 藤の 胸に 凭れながら、 眩 くように こう 言 

いました。 
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